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７
2019

うゆ るえ

特集 絶景清水 魅力再発見

町民文芸誌「文芸しみず」の歴史と文化

写真　円山牧場で観光ＰＲ看板用写真撮影
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「
十
勝
清
水
四
景
＋プ
ラ
ス
ワ
ン
１
」
と
は
、
平
成
22
年

に
「
清
水
の
魅
力
あ
る
景
観
を
観
光
資
源
と
し

て
活
用
し
よ
う
」
と
、選
考
委
員
会
を
設
置
し
、

15
か
所
ほ
ど
の
景
観
候
補
地
か
ら
１
年
か
け
て

選
定
。
平
成
23
年
７
月
、
自
信
を
持
っ
て
お
勧

め
す
る
本
町
の
景
観
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、『
日

勝
峠
展
望
台
』『
清
水
公
園
（
展
望
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
）』『
美
蔓
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
』『
清
水

円
山
展
望
台
』
の
４
か
所
（
四
景
）
と
、『
十

勝
千
年
の
森
』（
＋
１
）を
加
え
た
５
か
所
を「
十

勝
清
水
四
景
＋プ
ラ
ス１
」
と
し
て
正
式
発
表
。
現
在

も
本
町
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等

で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
そ

の
中
か
ら
、

十
勝
千
年
の

森
、
清
水
円

山
展
望
台
、

清
水
公
園
に

ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
特
集
し

ま
す
。

　　　大自然を散策

魅力再発見
十勝千年の森

　

町
が
誇
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト

　
　

 

『
十
勝
清
水
四
景
＋

プ
ラ
ス
ワ
ン１
』

会
か
ら
「
世
界
で
最
も
美
し

い
庭
」
と
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

　
園
内
に
は「
森
」や「
自
然
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
現
代
ア
ー
ト
作
品
も

様
々
な
場
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
ヤ
ギ
舎
や
チ
ー

ズ
工
房
、
カ
フ
ェ
も
。
園
内

は
飲
食
が
自
由
な
の
で
ピ
ク

ニ
ッ
ク
も
楽
し
め
ま
す
。

　
　

　
十
勝
千
年
の
森
は
、
豊
か

な
自
然
環
境
の
な
か
に
つ
く

り
だ
さ
れ
た
独
創
的
な
観
光

庭
園
で
す
。森・庭・農・ア
ー

ト
・
食
な
ど
、
人
が
自
然
と

触
れ
合
え
る
場
所
で
す
。
ま

た
、
北
海
道
ガ
ー
デ
ン
街
道

の
ひ
と
つ
に
も
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
に
は
、
英
国

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
協

十勝千年の森

清水公園（展望パークゴルフ場）

美蔓パノラマパーク 日勝峠展望台

清水円山展望台

絶景 清水

　
入
場
料
大
人
１
千
円
の

と
こ
ろ
、町
民
は
500
円
に
。

訪
れ
る
と
き
は
町
民
と
証

明
で
き
る
も
の
を
持
参
し

ま
し
ょ
う
。

ご
存
じ
で
す
か
。

　

町
民
割
引

特集

　　　セグウェイで

　セグウェイガイドツアーでは、森や草
原など大自然との一体感を満喫。
　初心者でもインストラクターからの講
習を受ければ、短時間で乗り方をマス
ターできます。小高い丘も楽に登れ、広
大な景色をみることができます。

自
然
を
活
か
し
た
森
づ
く
り

世
界
で
最
も
美
し
い
庭
と
評
価

 千年の丘が望めるアースガーデン

★

十勝千年の森
清水円山展望台

清水公園

日勝峠展望台

美蔓
パノラマパーク

御影駅

高速・道東自動車道

ペケレベツ川

十勝清水駅

★ ★

★

★

38 

274 

十勝清水四景
　　＋１
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円
山
牧
場
周
辺
は

映
画
や
ド
ラ
マ
の

舞
台
に

　
２
０
１
４
年
に
公
開
さ
れ

た
映
画
『
銀
の
匙
』
で
は
円

山
牧
場
内
で
ロ
ケ
が
行
わ

れ
、
記
念
の
看
板
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
放
送
中
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説『
な
つ
ぞ
ら
』

で
も
、
同
牧
場
周
辺
が
ド
ラ

マ
の
舞
台
の
ひ
と
つ
に
。
牧

・
清
水
円
山
展
望
台
の
入
り

口
か
ら
は
砂
利
道
で
車
両
が

１
台
通
れ
る
ほ
ど
の
幅
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ピ
ー
ド
を

出
さ
ず
に
、
前
方
か
ら
車
両

が
来
た
場
合
は
退
避
場
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
円
山
牧
場
内
は
立
ち
入
り

禁
止
の
区
域
が
あ
り
ま
す
。

清水円山展望台

　
町
営
円
山
牧
場
内
の
小
さ

な
山
に
つ
く
ら
れ
た
清
水
円

山
展
望
台
か
ら
は
、
十
勝
平

野
を
一
望
で
き
ま
す
。

　

眼
下
に
は
牧
場
が
広
が

り
、
背
後
に
は
日
高
山
脈
が

そ
び
え
、
天
気
の
良
い
空
気

の
澄
ん
だ
日
に
は
、
遠
く
阿

寒
の
山
並
み
ま
で
見
え
る
こ

と
も
。

　
ま
た
、
満
天
の
星
が
広
が

る
美
し
い
夜
景
を
眺
め
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

応援してます！！

　『なつぞら』放送中を記念して、日本郵
便からオリジナルフレーム切手が発売さ

れています。　
　現在、町内では
各郵便局、十勝千
年の森、十勝亭で
取り扱っています。
　フレーム切手の
台紙の一角には、
日勝峠展望台の朝
焼けの風景が採用
されています。

　町観光協会では、西部３町（清水・新得・
鹿追）の観光協会と連携して『なつぞら』の
フリーペーパーを作成しました。
　ドラマ出演者の１人が十勝の大自然の中で
撮影したオフショット写真とともに、本町を
含めた十勝の景観
やグルメを掲載し
ています。本町は
清水円山展望台や
日勝峠第一展望台
などを紹介してい
ます。
　フリーペーパー
は役場商工観光課
の窓口等に置いて
あります。読むと
さらにドラマを身
近に感じることが
できます。

　　　町観光協会で

フリーペーパーを作成

「なつぞら」記念切手

なつぞら

十
勝
平
野
を
一
望
で
き
る

絶
景
パ
ノ
ラ
マ

場
の
中
を
車
で
走
る
道
の
り

で
、
ド
ラ
マ
の
舞
台
に
出
て

く
る
よ
う
な
風
景
に
出
会
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ご
注
意
願
い
ま
す
。

！

「なつぞら」の舞台となった記念に

　　　　看板を作製
　町観光協会では、本町が『なつ
ぞら』の舞台となった記念に看板
を作製しています。
　看板は主人公が絵を描く姿をイ
メージしてイーゼルをあしらった
ものに。７月下旬頃には清水円山
展望台と円山牧場内に設置される
予定です。
　看板と一緒にぜひ写真撮影を。

なつぞらをきっかけに
清水の良さを
　　　十勝亭 　　野崎 慎太郎 さん

　ゴールデンウィーク頃から、『なつぞら』
の効果を感じています。訪れるお客さんか
ら本町が舞台のひとつとなっているので、
そのことでよく声をかけられますね。お
土産品もなつぞら認証商品は喜ばれていま
す。これから夏本番に向けて、ロケ地を巡
るバスツアーも来る予定で、今後さらに十
勝全体の観光が『なつぞら』で盛り上がっ
ていくと感じています。　
　清水町の景観で、自分のおすすめスポッ
トは、やはり清水円山展望台からの雄大な
景色でしょうか。
ぜひ一度訪れて
ほしいですね。
　『なつぞら』を
きっかけに、清
水の風景や食な
ど、良いところ
を 多 く の 人 に
知ってもらえる
ことを期待して
います。
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★キッチンカー（出店予定）

　
店
が
公
園
内
の
風
景
を
見
渡

せ
る
場
所
に
あ
る
た
め
、
天
気

の
よ
い
日
は
開
放
感
の
あ
る
テ

ラ
ス
席
が
人
気
で
す
。

　
お
客
さ
ん
に
料
理
が
で
き
る

ま
で
の
待
ち
時
間
の
間
、
公
園

内
の
散
策
を
お
す
す
め
す
る
こ

と
も
。「
景
色
が
き
れ
い
で
気

持
ち
よ
か
っ
た
」
と
よ
く
言
わ

清水公園

清水公園

/★日時 （日）10：00～15：00
十勝清水トラックマーケットや
十勝管内のキッチンカーなどが集う新しいイベント。
ジャズの演奏を聴きながら清水公園で心やすらぐひとときを。

４８

　池戸 励 さん

れ
ま
す
ね
。
店
で
池
の
鯉
の
エ

サ
も
販
売
し
て
お
り
、
休
日
は

親
子
連
れ
の
皆
さ
ん
が
よ
く
来

ら
れ
ま
す
。

　

清
水
公
園
は
、
ち
ょ
っ
と

行
っ
て
み
よ
う
と
気
軽
に
思
え

る
場
所
、
町
民
憩
い
の
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
、
定
着
し
つ
つ
あ
る

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
清
水
公
園
に
は
、
子
ど
も
た

ち
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
て
ら
遊

び
に
来
ま
す
。
景
色
も
い
い
で

す
し
、
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
鯉
の

エ
サ
や
り
も
楽
し
い
で
す
ね
。

休
日
を
町
内
で
過
ご
す
に
は
、

ち
ょ
う
ど
良
い
場
所
で
す
。 親子で公園に訪れていた　

フェスティバル

「
清
水
公
園
は
町
民
憩
い
の
ス
ポ
ッ
ト
」

 

カ
フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ 

Ｓサ

ル

ビ

ア

Ａ
Ｌ
Ｖ
Ｉ
Ａ

　
　
　
　

   

大
月 

真
由
美
さ
ん

ＳＡＬＶＩＡ（サルビア）、商工会青年部、　静月

産直と憩いのサロン三丁目広場　等　

★その他出店（予定）

　
清
水
公
園
は
、
四
季
折
々
美

し
い
景
観
が
楽
し
め
ま
す
。
ま

た
、
十
勝
清
水
四
景
に
も
選
定

さ
れ
た
景
色
を
望
み
プ
レ
イ
で

き
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
ほ

か
、
池
で
ボ
ー
ト
を
楽
し
め
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
も
完
備

さ
れ
て
お
り
、
多
彩
な
楽
し
み

方
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

※
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
は

要
予
約
（
役
場
建
設
課
℡
62‌-　

２
１
１
３
）

四
季
折
々
美
し
い
景
観
が
楽
し
め

自
然
を
満
喫
で
き
る
体
験
型
公
園

町
の
観
光
施
設
と
し
て

活
性
化
を
検
討　

　
町
で
は
清
水
公
園
を
観
光
施

設
と
し
て
位
置
付
け
、
今
年
度

か
ら
再
整
備
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
同
公
園
の
活
性
化
や
再

整
備
に
向
け
協
議
し
て
い
ま

す
。
ボ
ー
ト
の
更
新
を
は
じ

め
、
公
園
施
設
内
の
改
修
等
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

●問い合わせ先　町観光協会（事務局：商工観光課（TEL 62-1156）

・美蔓亭　～ラーメン、ギョウザ

・がむしゃら　～たこやき

・みなせん　～いか焼き、ぶた焼き等

・タコス屋 シーガルキッチン
　　　～十勝牛ビーフタコス、タンドリーチキン等

・Ｃａｆ'ｅ　ｂｕｓ　ｋｏｍｏｒｅｂｉ
　　 ～コーヒー、パフェドリンク

・おいもさん　
　　　～焼きいもシェイク等

・なつぞらケバブ　

　　　～ケバブサンド等

・松橋農場　

　　　～十勝松橋牛カレー

7 Shimizu JULY 2019

★イベントスケジュール★

・10：００　  開会、ボート無料開放（終日）

・10：30　  ジャズ演奏

　　　　        「ちばよしおとノーチェアミーゴ」

・11：30　 ジャズ演奏「ＪＩＭ　ＷＡＧＯＮ」

・13：00　　ジャズ演奏「佐藤春美」

・14：30　　お楽しみ抽選会

・15：００　　 閉会

　     ※鯉のエサ無料配布も行います！

 大月さん

　　　 清水公園ボート
●営業日 ９月 23 日までの土・日・祝日
  ※７月 13 日～９月１日は毎日営業
( 雨天時は休業する場合があります）
●時間　10 時～ 17 時 30 分

小泉さん赤間さん

 スタッフのみなさん

★十勝清水トラックマーケット ～新鮮野菜など
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楽
し
か
っ
た

　
運
動
会
！

２０１９．６/１６

第１保育所　 第２保育所　

御影こども園　 清水幼稚園　

２０１９．６/23

の
陽
気
で
、
桜
の
開
花
宣
言
が
出
さ
れ

た
翌
日
だ
っ
た
。

　
羽
田
を
飛
び
立
っ
て
か
ら
約
一
時
間

半
、
帯
広
空
港
に
降
り
立
つ
。
冷
た
い

風
に
吹
き
つ
け
ら
れ
、
思
わ
ず
身
が
す

く
む
。
北
海
道
特
有
の
ま
っ
す
ぐ
な
道
。

つ
い
に
私
は
十
勝
に
来
た
の
だ
っ
た
。

　
気
が
付
け
ば
、
我
が
家
の
食
卓
に
は
、

い
つ
も
十
勝
の
乳
製
品
が
あ
っ
た
。
十

勝
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
牛
乳
、
チ
ー
ズ
、

バ
タ
ー
。
私
の
一
日
は
、
十
勝
で
始
ま

る
。
そ
の
二
文
字
を
目
に
し
な
い
日
は

な
い
。

　
両
親
は
、
お
は
ぎ
と
赤
飯
も
好
物
で

よ
く
買
っ
て
き
て
食
べ
て
い
る
の
だ
が
、

そ
の
時
も
「
こ
の
お
は
ぎ
、
美
味
し
い

で
し
ょ
、
あ
ん
こ
が
。
十
勝
の
だ
か
ら
」

「
や
っ
ぱ
り
、
道

理
で
美
味
し
い

と
思
っ
た
」「
こ

の
お
赤
飯
、
十

勝
の
小
豆
だ
よ
」

「
十
勝
の
小
豆
、

す
ご
い
っ
、
高

級
品
。
だ
か
ら

う
ま
い
ん
だ
。

や
っ
ぱ
り
違
う
ね
」
と
言
い
合
い
、
十

勝
産
と
聞
く
と
更
に
美
味
し
さ
が
増
す

ら
し
か
っ
た
。
そ
の
上
あ
り
が
た
が
っ

た
。
美
味
し
い
も
の
は
あ
り
が
た
い
。

そ
の
美
味
し
く
、
あ
り
が
た
い
も
の
を

生
み
出
し
て
く
れ
る
大
地
、
十
勝
。

　
だ
か
ら
私
に
と
っ
て
、
北
海
道
と
聞

い
て
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
十
勝

な
の
だ
っ
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
思
い

立
っ
た
時
、
迷
わ
ず
十
勝
地
方
を
選
ん

だ
の
は
そ
う
い
う
理
由
だ
っ
た
。
中
で

も
「
牛
の
数
が
人
口
の
四
倍
」
と
い
う
、

乳
製
品
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
フ
レ
ー

ズ
と
「
上
川
郡
清
水
町
」
と
い
う
地
名
。

川
に
清
ら
か
な
水
。
水
が
き
れ
い
な
土

地
で
育
つ
牛
。
そ
れ
が
美
味
し
く
な
い

ワ
ケ
が
な
い
。

　
そ
う
や
っ
て
納
税
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
ご
縁
で
、
今
回
お
招
き
い
た
だ
い
た

の
だ
っ
た
。
私
に
と
っ
て
も
初
の
講
演

で
、
最
初
は
「
私
な
ん
か
で
い
い
の
だ

ろ
う
か
」
と
い
う
戸
惑
い
が
あ
っ
た
が
、

地
元
の
中
高
生
も
多
く
参
加
す
る
催
し

で
、
同
年
代
の
私
に
も
是
非
、
と
い
う

お
話
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
申
し
出
を
お

受
け
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
今
で
も
目
を
閉
じ
る
と
、
遮
る
も
の

の
な
い
平
野
、
広
が
る
青
空
に
白
樺
林
、

清
ら
か
な
水
の
流
れ
、
陽
の
光
に
き
ら

め
き
舞
う
風
花
を
、
あ
り
あ
り
と
思
い

浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
北
海
道
十
勝
の
清
水
町
を
訪
れ
た
の

は
、
三
月
の
下
旬
。
春
休
み
に
入
っ
て

す
ぐ
だ
っ
た
。
そ
の
日
東
京
は
、
五
月

　　
３
月
に
開
か
れ
た
、
清
水
ミ
ラ

イ
会
議
で
講
演
し
て
い
た
だ
い
た

中
学
生
作
家
の
鈴
木
る
り
か
さ
ん
。

今
回
、
十
勝
で
の
体
験
を
通
し
て

感
じ
た
も
の
を
コ
ラ
ム
に
仕
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　　
十
勝
へ
の
思
い
、
本
町
と
の
縁
、

自
身
の
十
勝
で
の
体
験
な
ど
を
ふ

ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
コ
ラ
ム
を

今
月
号
よ
り
連
載
し
ま
す
。

十
勝
探
訪
記

＊プロフィール＊
　年齢　15 歳
　出身　東京都
　著書
　「さよなら、田中さん」
　「14 歳、明日の時間割」

鈴木 るりか

鈴
木
る
り
か

清水ミライ会議の様子
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倉 
重　

千 

晶　

 

保
健
師

こ
こ
ろ
の
健
康
を
支
え
る
た
め
に

健 康

最
前
線

が
伺
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
回
の
意
識
調

査
で
は
、
約
70
％
の
町
民
が
「
こ
こ
ろ
の

健
康
を
相
談
す
る
場
所
」
を
知
ら
な
い
と

い
う
結
果
か
ら
、
相
談
窓
口
の
周
知
の
徹

底
が
課
題
と
し
て
挙
が
り
ま
し
た
。

　
自
殺
の
背
景
に
は
、
精
神
保
健
上
の
問

題
だ
け
で
な
く
、
過
労
、
生
活
困
窮
、
育

児
や
介
護
疲
れ
、
い
じ
め
や
孤
立
な
ど
の

多
様
な
社
会
的
要
因
が
あ
り
ま
す
。
自
殺

は
様
々
な
悩
み
に
よ
り
追
い
詰
め
ら
れ
た

末
の
死
で
す
。
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
危

機
は
、「
誰
に
も
起
こ
り
得
る
危
機
」
で
す
。

　
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
な
い
町
を
目

指
す
た
め
に
、「
周
囲
の
人
た
ち
が
気
付

き
、
相
談
し
や
す
い
環
境
」
に
つ
い
て
、

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
自
殺
の
リ
ス
ク
の
高
い
人
へ
の
対
応
と

し
て
は
、「
聞
く
」「
共
感
す
る
」「（
相
談

先
へ
）
つ
な
ぐ
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
本

人
ま
た
は
周
囲
の
人
が
、
ま
ず
ど
こ
か
に

相
談
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
大
切
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 　
　

　
今
年
３
月
に
策
定
し
た
「
町
自
殺
対

策
計
画
」
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
本
町
の
自
殺
死
亡
率
は
、
北
海
道
や

十
勝
管
内
と
比
べ
る
と
低
い
一
方
、
男

性
は
全
国
よ
り
や
や
高
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
自
殺
者
割
合
は
、
年

齢
と
と
も
に
高
く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、

本
町
で
は
20
～
50
代
の
若
い
男
性
の
割

合
が
高
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
平
成
30
年
11
月
に
実
施
し
た
「
こ
こ

ろ
の
健
康
意
識
調
査
」
で
は
、「
本
気

で
自
殺
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い

う
回
答
者
が
、
女
性
20‌

・‌

１
％
、
男
性

７・５
％
で
し
た
。
ま
た
、
そ
の
乗
り
越

え
方
と
し
て
、
女
性
で
は
「
趣
味
や
仕

事
な
ど
他
の
こ
と
で
気
を
紛
ら
わ
せ
た
」

「
身
近
な
人
に
相
談
し
た
」
と
い
う
回
答

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
が
、男
性
は
「
特

に
何
も
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
一

番
多
い
結
果
で
し
た
。「
悩
み
相
談
や
、

助
け
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
た
め
ら

い
」は
、男
性
の
約
半
数
が
感
じ
て
お
り
、

女
性
よ
り
高
い
割
合
で
し
た
。

　
本
気
で
自
殺
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る

経
験
は
女
性
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

自
殺
者
は
男
性
が
多
い
実
態
を
見
て
も
、

男
性
の
方
が
対
処
方
法
を
見
出
し
に
く

く
、
自
ら
Ｓ
О
Ｓ
を
出
し
に
く
い
こ
と

きらり ★ 介護の仕事人

　大友浩明さん (33)

「人生に関わり、支援できる喜び」
小規模多機能型居宅介護事業所　松沢の郷

●
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
は
？

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
に
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
（
ケ

ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
、
介
護
事
業

所
な
ど
と
調
整
を
行
い
ま
す
。

●
資
格
は
ど
う
や
っ
て
取
る
の
？

　
介
護
福
祉
士
等
の
法
定
資
格
に
基

づ
い
た
業
務
等
を
５
年
以
上
経
験
し
、

筆
記
試
験
の
合
格
と
研
修
の
修
了
が

必
要
で
す
。

　
高
校
卒
業
後
、
自
動
車
整
備
工
場

に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
親
の
勧
め

で
入
っ
た
ヘ
ル
パ
ー
養
成
学
校
で
介

護
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、
帯
広
市

内
の
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
等
で
勤
務

し
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門

員
の
資
格
を
取
得
、
平
成
24
年
か
ら

現
在
の
職
場
に
勤
め
て
い
ま
す
。

　

前
職
の
自
動
車
整
備
は
「
技
術
」

を
求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
介
護
職
は

「
心
」
を
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
い
ま
す
。
介
護
の
仕
事
を

通
し
て
、
そ
の
方
の
人
生
に
関
わ
り
、

少
し
で
も
支
援
で
き
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
１
年
生
と
幼
稚
園
年
長
の

子
ど
も
が
お
り
、
休
日
に
職
場
に
連

れ
て
い
く
こ
と
も
。「
パ
パ
の
仕
事
っ

て
カ
ッ
コ
い
い
！
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

福祉のひろば

介護支援専門員
（ケアマネージャー）

～
町
自
殺
対
策
計
画
か
ら
～

●
相
談
窓
口

・帯
広
保
健
所（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
℡
０
１
５
５-

21-

９
１
１
０

・
役
場
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
℡
67-

７
３
２
０

　新たに清水町の地域おこし協力隊員として活動中の２人にインタビューしてきました。
ぜひ、町で見かけたときにはお声掛けください～！

　幼少時代からずっと札幌市で暮らして
いました。「誰にも作れないモノを作り
たい」との思いがあったので、地域おこ
し協力隊員へ応募し、６月から勤務して
います。
　今は町内の牧場や飲食店などで様々な
職業を学んでいます。
　どんどん絡んでほしいです。皆さん一
緒に美味しいお酒を飲みましょう！

現在、町内の様々な事
業所で学んでいます。

地域おこし協力隊とは・・・

　人口減少や高齢化などの進行が著しい地方で地域外の人材を受け入れ活動を行ってもらい定

住定着を図ります。そして意欲ある都市住民の要望に応えながら、地域力の維持強化を図って

いくことが目的の制度です。

　大学で観光の勉強をし、学んだ知識を

活かす仕事に就くため就職活動中でし

た。そこで初めて、「地域おこし協力隊」

の仕事を知りました。縁あって清水町の

採用枠と自分のやりたいことが合い、４

月より十勝千年の森の案内所で勤務して

います。

　夏祭りなどのイベントに参加するの

で、地域の人と交流していきたいです。

皆さんよろしくお願いします！

地 域 お こ
し 協 力 隊ＧＯ！

観光振興協力員ふるさと応援協力員

10ShimizuJULY 2019

水
みずぐち

口　直
な お や

哉

年齢：22 歳　出身：標津町

好きな食べ物：

クランベリーのスイートポテト

趣味：野球、映画鑑賞、漫画を読む

座右の銘：「自分を評価するのは他人だ

が、自分の限界を決めるのは自分だ。」

さん勝
かつなが

長　拓
た く や

也

年齢：26 歳　出身：札幌市

好きな食べ物：

極細のポッキー、チョコ、寿司

趣味：野球、動画編集

将来の夢：「清水町内にビール工場を作

る！」

さん

ブログ開設しました !
地域おこし協力隊を自
身の見解で書いていき
ます。
みなさん是非見に来て
ください！

【ＱＲコード】

十勝千年の森
売店で勤務中！



13 12学習情報　ゆう・える 学習情報　ゆう・える●「ゆう・える」とは
「ゆう」は、友・YOU から人と人の関わりを大切に和を広げていくことと、遊・　 裕から心のゆとり・やすらぎ、豊かな心を身につけようという意味が込められています。

「える」は、ドイツ語の Leben（生涯）、英語の Life  Long  Learning（生涯学習）　  のそれぞれの頭文字Ｌ（える）と、日本語の「得る」という意味を持っています。

２
０
１
９
年
度

    

文
芸
し
み
ず 

の

        

作
品
募
集
中
！

　
募
集
作
品
に
は「
普
段
の
思
い
」

や「
考
え
」等
、書
き
や
す
い
テ
ー

マ
も
あ
り
、
文
量
の
長
さ
も
問
い

ま
せ
ん
の
で
、
誰
で
も
気
軽
に
寄

稿
で
き
ま
す
。

　
『
芸
術
は
長
く
人
生
は
短
し
』

と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
の
こ
と
わ
ざ
も

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
が
こ
れ
ま
で

生
活
し
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え

た
こ
と
、
様
々
な
体
験
で
抱
い
た

感
情
、
人
生
を
振
り
返
っ
て
の
出

来
事
を
「
文
章
」
と
い
う
か
た
ち

で
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
応
募
の

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
今
月

号
の
お
知
ら
せ
版
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

学 習 情 報

ゆ う

え る

図書館だより

　

新着図書からピックアップ

　コミュニティ・スクールが
いよいよスタート

　町では、地域総がかりで子どもたちを育む
体制をつくるため、これまで取り組んできた
“しみず「教育の四季」” をさらに推進するか
たちで、コミュニティ・スクールがスタート
することとなりました。５月 14 日（火）に
清水ブロック、16 日（木）に御影ブロックの
コミュニティ・スクール委員会が開催されま
した。各委員会とも、それぞれの学校の経営
方針が校長から説明され、全体で承認しまし
た。その後、委員会の年度目標である社会全
体でどのように子どもたちを育んでいくのか
を、「しみず “教育の四季”」を基に論議され、
家庭・学校・地域の具体的な目標として示さ
れました。今後は、出さ
れた意見を基に全町的な
目標を立て取り組みを広
めていきます。

夏～かぐわしい香りの中で 志（夢）大きく高く

『暁天の星』葉室麟著／ＰＨＰ研
究所
　直木賞作家で、江戸時代を題
材とした小説で人気を博した葉
室麟さんが、初めて近代を舞台
に執筆した未完の作品です。外
交官の陸奥宗光を主人公に、各

藩が群雄割拠した幕末から、明治になり日本と
いう国が形成され、やがて日清戦争へと向かう
までが描かれています。
　欧米列強と対等な立場に立とうと尊王攘夷を
唱えるも、道半ばで倒れた多くの志士の悲願を
果たそうと、陸奥は、日本に不利な条約の改正
のため奔走します。清水町にゆかりの渋沢栄一
の名前も作中に登場します。
『笑え、シャイロック』　中山七里著／角川書店
『悪の五輪』　　　　　　　月村了衛著／講談社
『動乱の刑事』　　　　　　堂場瞬一著／講談社
『鬼を待つ』　　　　　あさのあつこ著／光文社
『「疲れないカラダ」になるライザップトレーニ
ング』 　　　ＲＩＺＡＰ監修／マガジンハウス

     

町
民
文
芸
誌
「
文
芸
し
み
ず
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
歴
史 

と 

文
化

イベントいっぱい！
夏休みの読書を応援

　夏休み中、図書館では色々な催しを行いま
す。小学生向けオススメ本の展示や、自由研
究・工作に役立つ本のコーナーもあります。
折り紙の金魚をすくえたらオススメ絵本を借
りられるゲームも登場します。ぜひご家族で、
図書館にお越し下さい。
　そして、今年も日本ハムファイターズの小
学生読書応援企画が行われます。夏休みに規
定冊数を読むとファイターズの試合が抽選で
当たる「本を読んでファイターズを応援しよ
う！」キャンペーンにぜひ、ご参加ください。

「文協文芸」
（1963年）

「御影文芸」
（1978年）

「文芸しみず」
（2002年度）

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
民
の
文

章
表
現
に
よ
る
文
化
芸
術
へ
の
親
し

み
、
関
心
向
上
等
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
毎
年
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
作
品
を
集
め
た
町
民
文
芸
誌
「
文

芸
し
み
ず
」
を
発
刊
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
文
芸
誌
の
歴
史
は
、
清
水

町
文
化
協
会
が
１
９
６
３
年
に
「
文

協
文
芸
」
を
発
刊
し
た
こ
と
に
は
じ

ま
り
、
次
い
で
御
影
文
化
協
会
が

１
９
７
８
年
に
「
御
影
文
芸
」
を
発

刊
し
ま
し
た
。
１
つ
の
町
で
２
つ
の

文
芸
誌
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
０
２
年
の
開
町
100
年
に
は

両
者
が
統
合
さ
れ
名
称
を
「
文
芸
し

み
ず
」
と
し
て
新
た
に
し
発
刊
し
ま

し
た
。
俳
句
、
短
歌
、
小
説
な
ど
、

文
芸
誌
１
冊
を
手
に
取
れ
ば
、
町
の

歴
史
と
生
活
文
化
、
世
相
が
様
々
な

視
点
、
表
現
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
毎
年
、
そ
の
年
に
応

じ
た
様
々
な
テ
ー
マ
で
特
集
を
組
ん

み
、
現
在
17
号
ま
で
発
刊
し
て
い
ま

す
。

　
２
０
０
３
年
発
刊
の
特
集
テ
ー
マ

の
「
学
校
」
で
は
、
当
時
閉
校
し
た

美
蔓
、
熊
牛
、
北
熊
牛
、
松
沢
、
下

佐
幌
、
下
人
舞
小
学
校
の
閉
校
に

伴
っ
て
の
、
当
時
の
学
校
長
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
、
児
童
な
ど
み
な
さ
ん
の
思

い
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
９
年
発
刊
の
特
集
テ
ー
マ

の
「
想
い
出
の
風
景
」
で
は
、
単
純

な
風
景
だ
け
で
は
な
く
、
本
町
に
住

む
人
の
思
い
出
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
２
０
１
７
年
発
刊
の
特
集
テ
ー
マ

は
「
災
害
～
伝
え
た
い
こ
と
～
」。

前
年
に
清
水
を
襲
っ
た
台
風
災
害
に

つ
い
て
、
恐
ろ
し
い
体
験
を
し
た
み

な
さ
ん
の
思
い
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
町
民
に
よ
る
文
芸
に

ぜ
ひ
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「文芸しみず」
（2018年度）

「夏に読みたいオススメ本！」リストより

『かがやく昆虫のひみつ』中瀬悠
太著・写真／ポプラ社
　宝石のように美しい昆虫を写
真で紹介していて、外国の珍し
いものから北海道で見られるも
のまで載っています。昆虫が輝

く仕組みは、一万円札のホログラフィと同じ
原理との説明もあり、意外な共通点に驚かさ
れます。

ＴＯＰＩＣＳ　トピックス

御影文化少年団 入団式開催

　令和元年度の御影文化少年団入団式が、６月
22日に御影公民館で開催されました。
　入団式では、団長の若

わ か さ
狭涼

すず
葉
は
さんが代表して

団員証を受け取り、文化少年団のめあてを元気
いっぱい朗読しました。
　本年度は、小学１年生から６年生まで計46
名が入団し、習字、料理、陶芸、将棋、フラダ
ンスと５部門に分かれて、６月から10月まで
活動します。
　第1回目の活動を入団式終了後に行い、元気
いっぱい、それぞれの活動に取り組んでいまし
た。

過去の町の文芸誌

過去の文芸誌は
社会教育課で販売中！
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「ＨＥＬＬＯ ＢＡＢＹ」は、６か月から２歳
くらいの赤ちゃんを掲載しています。希望さ
れる方は広報広聴係までお気軽にどうぞ。
写真はメールでも受け付けています！
mail:koho1@town.shimizu.hokkaido.jp

　　大きく育ってね！　
　　　　　　　　　（ママより）

新 

井 

田　
晨  

陽

ち
ゃ
ん

　　スクスク元気に育ってね！　 
　　　　　　　　　（ママより）

前　
田　
　
楓　
斗 

ち
ゃ
ん

は 

や 

と

町
民
の

ポ
ス
ト

声

※
広
報
レ
タ
ー
で
寄
せ
ら
れ
た

　
　
　
　

意
見
要
望
等
の
ご
紹
介
で
す

！Ａ

「
フ
ロ
イ
デ
」
看
板
を
撤
去
し
て
は

　
４
月
か
ら
試
験
運
行
し
て
い
る
「
買

い
物
・
銀
行
バ
ス
」
を
、
試
験
運
行

後
も
無
料
に
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

対
象
が
65
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、

車
を
持
っ
て
い
な
い
人
等
も
対
象
に

し
て
ほ
し
い
。　
　
　
（
50
歳
代
女
性
）

　

本
町
で
は
、
今
年
度
、
65
歳
以
上

を
対
象
に
「
買
い
物
・
銀
行
バ
ス
」

を
ご
自
宅
か
ら
町
内
金
融
機
関
及
び

買
い
物
店
舗
へ
の
送
迎
を
行
う
バ
ス

の
試
験
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

よ
り
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
整

備
に
向
け
て
、

地
域
の
ニ
ー

ズ
と
実
態
を

把
握
す
る
た

め
に
無
料
運

行
し
て
お
り

ま
す
が
、
公

平
性
の
観
点

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
同
様
、

利
用
者
へ
相
応
の
負
担
を
お
願
い
す

る
際
に
は
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
年
齢
の
緩
和
は
、
移

動
手
段
を
持
た
な
い
人
の
日
常
生
活

に
寄
り
添
え
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

▲試験運行中の「買い物・銀行バス」

　
６
月
号
で
掲
載
し
た
「
配
偶
者
特
別

控
除
」
の
、
夫
婦
の
年
収
に
応
じ
た
控

除
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ぜ
い
き
ん

の
お　

話

　  

哀 

悼

近  

藤 

喜
美
子 

さ
ん　
御
影
中
央

牧  

野 

三  

郎 

さ
ん　　
富
士

木  

幡 

要  

一 

さ
ん　　
下
美
蔓
２

山  

岸 

幸  

子  

さ
ん　　
本
通
３

星　
　
　

 

雄  

さ
ん　　
清
和
１

宮  

川 

ミ
チ
子  

さ
ん　　
西
文
化

藤  

本 

房 

雄  

さ
ん　　
中
美
蔓
１

高  

橋 

和 

雄  

さ
ん　　
西
清
水

　  

誕 

生

友  

田  

真ま
こ
と人 

ち
や
ん
（
慎
一 

／ 

奈
桜
）

  

原  

翠す
い 　

ち
や
ん
（
優 

／ 

梢
）

櫻  

田  

詩し

の乃 

ち
や
ん
（
脩
平 

／ 

沙
季
）

　  

結 

婚

野  

村　
亮  

太 

さ
ん
♡
熊 

谷 

涼 

夏 

さ
ん

★
表
紙
の
写
真
、
子
ど
も
た
ち
の
表

情
が
良
か
っ
た
。
そ
の
他
の
写
真
も

表
情
が
い
き
い
き
と
し
て
良
い
。

★
給
食
費
を
値
上
げ
せ
ず
に
新
鮮
な

食
材
を
使
っ
た
給
食
が
提
供
さ
れ
て

広
報
モ
ニ
タ
ー

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
愛

情
た
っ
ぷ
り
の
給
食
な
の
で

子
ど
も
た
ち
に
は
残
さ
ず
食

べ
て
ほ
し
い
。

★
給
食
の
紹
介
か
ら
、
生
産

者
と
調
理
者
の
想
い
、
食
育

へ
つ
な
げ
る
流
れ
は
読
み
や

す
か
っ
た
。
給
食
費
の
値
上

げ
等
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
な

ど
が
書
か
れ
て
い
る
と
次
に

つ
な
が
る
記
事
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

★
給
食
に
関
わ
る
人
の
熱
意

や
真
剣
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

保
護
者
へ
の
啓
発
の
点
で
、

食
生
活
全
般
へ
の
働
き
か
け

が
必
要
で
は
な
い
か
。

★
給
食
は
、
ほ
と
ん
ど
の
町

民
が
食
べ
る
機
会
が
な
い
の

が
残
念
。
食
べ
た
く
な
っ
た

人
も
い
る
の
で
は
。

★
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
者
の
顔

と
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
良
い
特
集
だ
と
思
う
。

★
「
ぜ
い
き
ん
の
お
話
」
で

来
月
へ
の
掲
載
内
容
の
予
告

が
よ
い
。
興
味
が
持
て
る
。

★
不
定
期
で
も
い
い
の
で「
清

水
の
景
観
」
を
掲
載
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

★
印
刷
文
字
が
う
す
く
見
づ

ら
く
感
じ
る
ペ
ー
ジ
が
あ
っ

た
の
で
改
善
を
。

短 

歌

短う

た歌
の
道
二
十
五
年
も
時
す
で
に

　
水
無
月
の
空
に
師
の
笑
み
う
か
ぶ  

　         

藤
原
静
子

た
の
し
か
り
玲
瓏
会
に
身
を
よ
せ
し
　

　
恩
師
の
優
し
き
笑
顔
わ
す
れ
じ
　    

　            

村
谷
三
恵

歌
会
に
折
々
の
花
活
け
ら
れ
て

　
お
待
ち
な
さ
れ
し
師
を
忘
じ
と
　
　  

　     

森
山
ヤ
ヨ
イ

百
年
の
世
を
清
く
来
し
師
の
教
え

　
短
歌
の
中
に
永と

わ久
に
伝
え
ん 

　     

　
　
　   

宗
像
三
郎 

      歌
の
道
御
指
導
く
れ
し
師
の
訣わ

か

れ

　
感
謝
の
一
言
万
感
迫
る
　
　
　          

　
　   

田
村
徳
子

短う

た歌
の
師
と
仰
ぎ
今
日
ま
で
二
十
五
年

　
慈
海
院
釈
智
月
と
旅
立
つ
　
　
　
　
　
　   

橋
本
佳
代
子

好
天
の
続
く
畑
を
見
牧
く
れ
ば

　
色
付
く
小
麦
風
に
波
立
つ
　
　
　
　
　         

坂
下
洋
子

ち
ょ
う
み
ん
作
品
館

　
短
歌
・
俳
句
の
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

俳 

句

父
の
日
や
遠
く
よ
り
子
が
来
り
け
り                 

高
田
塒
鳥

踏
ま
れ
て
も
雑
草
強
し
夏
盛
り                 

佐
々
木
と
き
女

  板
の
間
の
古
り
て
ひ
と
り
梅
雨
籠
　
　
　          

高
田
悦
子

蝦
夷
梅
雨
や
牧
野
濃
艶
牛
跳
ね
る
　
　
　
　
　 

村
上
俊
彦 

　
　
　

あ 

さ 

ひ

！　町
内
に
残
っ
て
い
る
「
フ
ロ
イ
デ
」

看
板
は
、
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
も

撤
去
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
40
歳
代
男
性
）

「
買
い
物
・
銀
行
バ
ス
」
の
無
料

化
と
対
象
年
齢
の
引
き
下
げ
を

Ａ　
看
板
は
町
か
ら
譲
渡
し
た
会
社
の

所
有
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
看
板
の
撤
去
を
通
知
し
て
い
ま

す
が
、
対
応
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

町
と
し
て
も
他
者
の
所
有
物
の
撤
去

は
で
き
ず
、
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
現

状
対
応
で
き
な
い
状
況
を
ご
理
解
願

い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

納税義務者（夫）の合計所得金額
（）内金額は給与所得のみの場合の収入金額

配偶者（妻）の合計所得金額
（）内金額は給与所得のみの場合の収入金額

～900万円　　　　
（～1,120万円）

～950万円　　　　
（～1,170万円）

～1,000万円　　　　
（～1,220万円）

38万円超90万円以下（103万円超155万円以下） 33 万円 22 万円 11 万円
90万円超95万円以下（155万円超160万円以下） 31 万円 21 万円 11 万円
95万円超100万円以下（160万円超166万 8,000 円以下） 26 万円 18 万円 9 万円
100万円超105万円以下（166万8,000円超175万2,000円以下） 21 万円 14 万円 7 万円
105万円超110万円以下（175万2,000円超183万2,000円以下） 16 万円 11 万円 6 万円
110万円超115万円以下（183万2,000円超190万4,000円以下） 11 万円 8 万円 4 万円
115万円超120万円以下（190万4,000円超197万2,000円以下） 6 万円 4 万円 2 万円
120万円超123万円以下（197万2,000円超201万6,000円以下） 3 万円 2 万円 1 万円
123万円超（201万 6,000 円以上） 控除なし

個
人
町
道
民
税
の

　
配
偶
者
特
別
控
除
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7/16 ～ 8/15

あ

が

と

き

役場＝清水町役場　　文セ＝文化センター　　御支＝御影支所　　保セ＝保健福祉センター　　図書＝図書館
ハモ＝ハーモニープラザ　　町体＝清水町体育館　　アリ＝アイスアリーナ　　改善＝改善センター
消防＝清水消防署　　第１＝第１保育所　　第２＝第２保育所　　御こ＝御影こども園　　幼稚＝幼稚園
清小＝清水小学校　　御小＝御影小学校　　清中＝清水中学校　　御中＝御影中学校

人口  9,395 人（-10）
男  4,613 人（-5）　 女 4,782 人（-5）
世帯数  4,728 （+1）
令和元年 ６月末現在 （  ）は前月比

16ShimizuJULY 2019

7/16 火
17 水

18 木
■運転免許更新時講習
　 （文セ優良 13 時 30 分、一般 14 時 30 分、
　違反16時）

19 金

20 土
■十勝清水トラックマーケット（御影セイ
コーマート横　　10 時）
■特別おはなし会〔サマーフェスティバル〕
（図書 10 時 30 分）

21 日
22 月

23 火 ■ 65 フェスティバル（町体9時 30 分）
■消火技術研修会（消防 14 時）

24 水
25 木
26 金

27 土 ■清流まつり（駅前イベント広場　13 時）
28 日
29 月
30 火
31 水

8/1 木 ■エントランスホール展　横井隆宏さん写真
展～30日まで（図書 10 時 00 分）

2 金 ■清水町戦没者追悼式（ハモ 10 時 30 分）
3 土

4 日 ■清水公園Festival（清水公園 10 時）
5 月
6 火
7 水
8 木

9 金 ■町民と町長のふれあいトーク（役場 9時）

10 土
■清流まつり納涼盆踊り大会（駅前イベン
ト広場  18 時）
■おはなし会（図書 10 時 30 分）

11 日
12 月
13 火
14 水

15 木
■運転免許更新時講習
　（文セ優良 13時 30 分、一般 14時 30 分、　
　  違反16時）
■御影地区盆踊り（御影公民館前  18 時）

■
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
な

つ
ぞ
ら
」。
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
は
観
れ
な
い
の
で
毎
日

録
画
し
て
ま
す
。
十
勝
が

舞
台
と
い
う
こ
と
、
あ
と

酪
農
の
シ
ー
ン
も
多
い
の

で
観
て
い
て
と
て
も
親
近

感
が
沸
き
ま
す
。
当
初
、

子
ど
も
の
頃
の
な
つ
が
い

じ
ら
し
く
て
涙
す
る
場
面

も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
あ

と
数
か
月
で
ド
ラ
マ
は
終

了
の
よ
う
で
す
が
、
最
後

ま
で
な
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
を

応
援
し
ま
す
！　
（
下
保
）

■
曇
り
の
日
の
朝
は
、
も

し
や
日
勝
峠
は
雲
海
な
の

で
は
?!
と
思
っ
て
し
ま
う

ほ
ど
、
絶
景
が
好
き
で
す
。

■
暑
い
、
寒
い
の
繰
り
返

し
に
体
が
追
い
つ
か
ず
、

風
邪
を
引
き
ま
し
た
。
毎

日
の
自
己
管
理
が
大
切
だ

と
痛
感
し
ま
し
た
。
■
保

育
所
の
う
ん
ど
う
会
。
子

ど
も
た
ち
の
可
愛
い
姿
を

連
続
撮
影
。
靴
が
脱
げ
て

も
最
期
ま
で
頑
張
っ
て
走

る
姿
に
、
頑
張
れ
ー
！
と

声
を
発
し
て
ま
し
た
。
み

ん
な
、
と
っ
て
も
か
が
や

い
て
た
よ
！　
（
長
谷
川
）

　
第
18
回
清
水
町
グ
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
行
き
ま

し
た
。
子
ど
も
の
誕
生
記
念

等
の
植
樹
も
あ
り
、
小
さ
な

子
ど
も
達
も
小
雨
の
中
、
大

勢
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
企
業
プ
リ
マ

ハ
ム
㈱
の
中
国
か
ら
の
研
修

生
も
参
加
。
樹
木
の
成
長
も

子
ど
も
た
ち

の
成
長
も
楽

し
み
で
す
。

早
く
大
き
く

な
っ
て
ね
。

（
６
月
15
日
の
日
記
よ
り
）

　

今
日
は
し
ば
ら
く
ぶ
り

に
、町
内
の
圃ほ
じ
ょ
う場
を
見
て
回
っ

た
。
ず
っ
と
旱か
ん
ば
つ魃
だ
っ
た
農

作
物
。
１
週
間

ほ
ど
前
に
雨
を

も
ら
い
、
今
は

元
気
い
っ
ぱ
い

で
す
。
秋
が
楽

し
み
で
す
。

（
６
月
19
日
の

日
記
よ
り
）

町  

長  

の  

日  

記

町
長
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

「
阿
部
一
男
」
で
検
索
！

じょうほう瓦版

Monthly Topics

2019 しみずグリーンフェスティバルに
49 名が参加

6/15

公平委員を５期 18 年務
めた池原良德さんに感謝
状贈呈

6/10

快晴の天候の下、十勝若牛
©アスパラまつり開催

6/9

‐ 勢い良く一斉放水 ‐ 御影
消防団消防演習

6/8

アンサンブルグループ奏
そ ら
楽　ロビー

コンサートを開催

6/6

‐ 安全に働けるように ‐
産業安全大会を開催

6/5

　図書館エントランスホール展「清水高校美
術作品展」が、6 月 7 日から 29 日まで開催さ
れました。
　清水高校美術部は、高文連十勝支部美術展
で高文連賞に多数入賞し、全道大会に出品さ
れるなど活躍しています。
　今回の展示では、十勝管内高等学校生徒絵
画展で入選した作品４点のほか、高校の美術
授業で制作されたデザイン画及び美術部顧問
で二紀会会員の村上陽一先生の作品、あわせ
て72点が展示されました。

図書館で清高生の作品を初展示

　6 月 21 日から 6 月 27 日まで、アメリカミ
シガン州チェルシー市から中学生７名と引率
２名が清水町を訪れ、日本文化の体験をはじ
め、ホームステイや町の名所を巡る体験をし
ました。毎年、清水町国際交流協会（笹原富
平代表）が窓口として受入れを行っています。
　十勝千年の森でのセグウェイ体験、町生涯
学習ボランティアの指導による書道体験、清
水寺で座禅と茶道を体験し、日本文化を堪能
しました。

日本の伝統文化を体験
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●
発
行　
北
海
道
清
水
町　
●
編
集　
企
画
課
広
報
広
聴
係　
☎
０
１
５
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（
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）
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１
１
４

●
発
行
・
編
集　
清
水
町
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
１
５
６
（
62
）
５
１
１
５

◆
北
海
道
清
水
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
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広
報
し
み
ず
７
２
５
号

学
習
情
報
ゆ
う
・
え
る
４
４
８
号

今
年
４
月
に
町
商
工
会
青
年
部

長
に
就
任
し
た
高
橋
さ
ん
。

あ
わ
せ
て
十
勝
管
内
商
工
会
青
年

部
連
合
会
副
会
長
も
務
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
回
、
新
部
長
と
し
て

の
思
い
と
青
年
部
活
動
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

フォーカス 

No.250

高
橋
部
長
は
、
自
身
の
役
割
に

つ
い
て
、「
部
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
が
部
長

の
仕
事
。
楽
し
く
活
動
し
て
い
け

る
よ
う
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
若

い
人
た
ち
の
声
を
聞
い
て
、
そ
れ

を
皆
で
協
力
し
て
実
現
し
て
い
く
、

一
体
感
を
感
じ
ら
れ
る
雰
囲
気
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」と
、

青
年
部
な
ら
で
は
の
若
い
パ
ワ
ー

を
活
か
す
と
と
も
に
、
部
員
同
士

の
結
束
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い

と
の
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

現
在
部
員
数
は
30
名
。
今
後
、
同

部
を
維
持
す
る
た
め
に
も
部
員
増

は
課
題
で
、「
ま
ず
は
町
民
の
皆
さ

ん
に
青
年
部
の
活
動
を
知
っ
て
も

ら
い
、
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

や
る
気
も
で
ま
す
し
、
部
員
増
に

も
つ
な
が
れ
ば
。」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

今
年
度
事
業
は
町
内
イ
ベ
ン
ト

へ
の
出
店
協
力
な
ど
が
主
で

す
が
、
目
玉
事
業
に
つ
い
て
た
ず

ね
る
と
、「
来
年
１
月
19
日
開
催
予

定
の
青
年
部
主
催
イ
ベ
ン
ト
『
第

２
回
し
み
ず
し
ゃ
っ
こ
い
祭
』
で
す
。

昨
年
度
、
町
に
根
付
く
よ
う
な
冬

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
よ
う
と
企
画
。

町
の
町
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事

業
補
助
金
を
活
用
し
て
実
施
し
ま

し
た
。
当
日
は
雪
が
少
な
く
、
予

定
し
て
い
た
内
容
を
一
部
変
更
し

て
開
催
し
ま
し
た
が
、
予
想
を
超

え
る
親
子
連
れ
が
来
場
、
初
開
催

で
し
た
が
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。
今
年
度
も
子
ど
も
た
ち
を

メ
イ
ン
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。」
と

意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

７
月
27
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

る
第
41
回
清
流
ま
つ
り
（
主

催
・
町
商
工
会　

会
場
・
駅
前
イ

ベ
ン
ト
広
場
）
の
見
ど
こ
ろ
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
「
町
内
飲
食
店
の
美
味
し
い
食
べ

物
を
は
じ
め
、
ダ
ン
ス
な
ど
各
種

団
体
の
ス
テ
ー
ジ
、
そ
し
て
各
地

高 

橋　
利 
幸
ん
さ

た
か　
は
し  　

 

と
し　
ゆ
き

か
ら
集
ま
っ
て
披
露
さ
れ
る
よ
さ

こ
い
演
舞
等
、
見
て
楽
し
い
、
お

腹
も
満
足
し
て
も
ら
え
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
青
年
部
は
飲
み
物
の
販

売
の
ほ
か
、
縁
日
コ
ー
ナ
ー
の
出

店
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

家
族
や
お
友
達
を
誘
っ
て
ご
来
場

く
だ
さ
い
！
」
と
の
Ｐ
Ｒ
が
。　

　

清
流
ま
つ
り
当
日
は
、
商
工
青

年
部
の
皆
さ
ん
が
素
敵
な
笑
顔
で

迎
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

部
員
の
結
束
を
固
め

楽
し
ん
で
活
動
で
き
る
青
年
部
に

町
商
工
会
青
年
部
長


